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四 半 期 報 告 書 
 

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 103,488 135,431

売上原価 57,457 72,891

売上総利益 46,031 62,540

返品調整引当金戻入額 1,135 4,863

返品調整引当金繰入額 1,466 3,574

差引売上総利益 45,700 63,829

販売費及び一般管理費 ※  32,931 ※  42,414

営業利益 12,768 21,414

営業外収益   

受取利息 558 117

受取配当金 12 14

負ののれん償却額 － 45

雑収入 176 126

営業外収益合計 747 303

営業外費用   

支払利息 2 8

為替差損 2,813 555

持分法による投資損失 22 49

支払手数料 － 56

雑損失 13 12

営業外費用合計 2,852 682

経常利益 10,663 21,036

特別利益   

固定資産売却益 － 32

貸倒引当金戻入額 136 42

訴訟関連債務戻入益 161 －

その他 9 47

特別利益合計 307 122

特別損失   

固定資産除却損 629 282

投資有価証券売却損 20 0

割増退職金 － 1,982

事業再編損 － 1,535

事業買収関連費用 － 817

その他 175 282

特別損失合計 824 4,899

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 10,146 16,258

匿名組合損益分配額 △11 △0

税金等調整前四半期純利益 10,158 16,259

法人税、住民税及び事業税 2,904 8,302

過年度法人税等 － 982

法人税等調整額 2,009 △839

法人税等合計 4,914 8,446

少数株主利益又は少数株主損失（△） △15 15

四半期純利益 5,259 7,797

─ 27 ─









































  

平成21年２月13日

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス（旧会社名 株式会社スクウェア・エニックス）
の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成20年10月
１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日
まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半
期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責
任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ
とにある。 
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者
等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ
れた手続により行われた。 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スクウェア・エニック
ス・ホールディングス（旧会社名 株式会社スクウェア・エニックス）及び連結子会社の平成20年12月
31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間
の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。 

  

追記情報 
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年２月12日開催の取締役会において、完全子

会社である英国SQEX LTD.による英国Eidos plc株式の現金による買付けを行う手続きを開始することを
決議した。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。 

  

以 上 

  

   

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  渡  邊  浩 一 郎  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  柴  田  憲  一  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  横  内  龍  也  印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



  

平成22年２月12日

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス 

取締役会 御中 
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて
いる株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングスの平成２１年４月１日から平成２２年３月３
１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１
日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者に
あり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者
等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ
れた手続により行われた。 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スクウェア・エニック
ス・ホールディングス及び連結子会社の平成２１年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了す
る第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキ
ャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認め
られなかった。 

  

追記情報 
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成２２年１月１８日開催の取締役会において、

２０１５年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の発行を決議し、平成２２年２月４日に発行し
た。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。 

  

以 上 

  

   

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  渡  邊  浩 一 郎  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  柴  田  憲  一  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  横  内  龍  也  印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成22年２月12日 

【会社名】 株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス   

【英訳名】  SQUARE ENIX HOLDINGS CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 和田 洋一 

【最高財務責任者の役職氏名】 取締役 経理財務担当 松田 洋祐 

【本店の所在の場所】  東京都渋谷区代々木三丁目22番７号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 



当社代表取締役社長和田洋一及び当社最高財務責任者松田洋祐は、当社の第30期第３四半期(自 平成

21年10月１日 至 平成21年12月31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記

載されていることを確認いたしました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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